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◆ターンテーブル・マルシェ☆リニューアル１周年企画｢徳島うまいもん市｣の開催

◆ドバイで食品総合見本市「ガルフード2022」が開催

ターンテーブル（東京・渋谷）は、２月１０日から２月１２日まで、
マルシェ☆リニューアル１周年企画｢徳島うまいもん市｣を開催しました。

今回は、阿波市をはじめ、ＪＡ夢市場（阿波市）、あいさい広場
（小松島市）の協賛により開催され、県内産地より直送（空輸）した
「旬の阿波野菜（ブロッコリー、スナップエンドウ、イチゴなど）」をはじめ、
徳島のうまいもん（阿波牛、釜揚げしらす、フィッシュカツなど）を中心に
ＰＲ販売をいたしました。

新型コロナ感染症の「まん延防止等重点措置」期間中だったにもか
かわらず、「近隣の常連客をはじめ、大勢のお客様にご利用いただき、
用意した商品をほぼ全て完売することができた。｣とスタッフの喜びの声。

《徳島うまいもん市・マルシェ外観》

《県内産地より直送（空輸）した、PR販売された「旬の阿波野菜」》

１年間取り組んできたマルシェ運営の“成果と確かな手応え”を実感
できるイベントとなりました。

今後、イスラム圏での販路開拓を支援するため、アラブ首長国連邦（ＵＡＥ）ドバイ首長国において、
2月13～17日、中東最大級の見本市「ガルフード2022」が開催され、ジェトロは「ジャパンパビリオン」を
設置しました。本県からも、市岡製菓株式会社と株式会社阪東食品が出展し、「オンラインでの商談会」
を実施しました。

ジェトロによると、今回のガルフードは、前
年に比べて入場者が多く、各展示ホールを結
ぶ通路は2020年と同程度の混雑だった模様。
中東での日本食ブームによる追い風もあり、
ジャパンパビリオンでは活気のある商談が行
われたとのこと。

今回本県から出展した２社についても、たくさ
んの名刺交換がなされ、そのいくつかは、次の
商談への発展が期待される発注もありました。

当機構としましては、今後もイスラム市場へ
の販路拡大に向けて、「ハラール商品」のＰＲ
に積極的に取り組んで参ります。


